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メタバースからの遠隔操作も可能
　機器・実験室の様子を撮影し、仮想空間（メタバース）

を作り出します。このメタバースと現実の実験室の

機器をインターネットでつなぐことで、遠く離れた場所

からでも操作が可能になります。

　国内外どこからでも接続することができます。メタ

バース内で機器を動かすと、現実の機器も連動して

動き、まるで同じ場所で実験や研究を行っているか

のような環境を実現します。

DXRものづくりオープンイノベーションセンター
　「DXRものづくりオープンイノベーション
センター」は、新潟県が誇るものづくり技術の

発展を目指す施設です。この施設では、デジタ

ル連携（DX）や仮想と現実を組み合わせた
技術（XR）を活用して、技術の効率や価値を
高めることを目指しています。これにより、

新たな製品やサービスの事業化を進め、地域

経済を活性化させることを目的としています。

　この施設では、地域の大学や企業、自治体

が連携し、全国の高専生や研究者とともに、

研究開発や人材育成、事業化、スタートアップ

支援などをワンストップで受けることができる

体制（O I C：オープンイノベーションセン
ター）を整えています。

現実空間 仮想空間

メタバース経由で
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長岡技術科学大学と会員企業が「DXRものづくりプラットフォーム」を
通じて連携することで、新たな研究開発や人材育成の仕組みの構築が

期待されています。また、単なる製品の開発にとどまらず、システムや

サービスを含めたビジネス展開へと広げられる可能性が高まります。

長岡技術科学大学では、「DXRものづくりプラットフォーム」を設立し、さまざまな
分野での技術開発を支援しています。このプラットフォームでは、会員企業が金属

3Dプリンターなど大学の設備を活用して、新しい部品や材料の開発をサポートし、
それらの評価や実証を行っています。また、企業と大学が協力してこれからのもの

づくりに必要とされる技術や素材のニーズを探り、それを大学の研究テーマとして

取り組むことで、産業界のニーズと大学の研究が影響し合う仕組みを目指しています。

3Dプリンター設備 制作事例
金属3Dプリンター

DMG森精機 LASTERTEC 30 SLM
レーザビーム熱源方式
（SLM、PBF）
300×300×300㎜
50㎛
マルエージング鋼、
SUS316L、アルミ合金 等

造形方式

造形可能サイズ
標準積層ピッチ
使用材料

Raise-3D Pro3
フィラメント溶解製法
（FFF）
デュアルヘッド
300×300×300㎜
0.1㎜
ABS、ASA、PLA、PA、
PC、PETG、PVA、TPU、
木質（竹）等

造形方式

造形ヘッド
造形可能サイズ
標準積層ピッチ
使用材料

Markforged FX20
フィラメント溶解製法＋
連続繊維積層法（CFF）
525×400×400㎜
0.1㎜
樹脂材料［Onyx、PEKK］他、
繊維材料［ファイバーグラス、
カーボンファイバー、ケプラー］他

造形方式

造形可能サイズ
標準積層ピッチ
使用材料

Meltio Engine
金属ワイヤー・
マルチレーザDED方式
SUS316L、インコネル718、
Ti6Al4V 他

造形方式

使用材料

造形サイズの制約を受けない大型金属部品
の造形が可能。また、二軸ポジショナーも備
え付けてあり、湾曲した複雑な造形も可能

樹脂3Dプリンター 金属3Dプリンター

熱交換器部品
DMG森精機
LASTERTEC 30 SLM
約20時間
（複数部品同時造形）
マルエージング鋼

製 作 機

造形時間

使用材料

ジェネレーティブデザインによる
構造の軽量化

Raise-3D Pro3
約10時間
ABS
70㎜、高さ200㎜空間に足場を配置
底面固定、上面に上から荷重10N、
上面に横から繰り返し荷重5N、
安全率2以上で質量が最小になるよう計算

製 作 機
造形時間
使用材料
設計条件

遊星歯車モデル
DMG森精機
LASTERTEC 30 SLM
約6時間
マルエージング鋼

製 作 機

造形時間
使用材料

3Dスイープパイプ
Meltio Engine
約4時間
SUS316L

製 作 機
造形時間
使用材料

Meltio Engineの二軸ポジショナー
を利用し、造形しています。湾曲のくびれ
部においては、送り速度をコントロール
して造形

樹脂3Dプリンター

DXRものづくりプラットフォーム

研究テーマ

新しい部品や
材料の開発

評価・実証
のサポート

ものづくり技術
の情報提供

スタートアップ
や開発への
アドバイス

プラットフォーム会員
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長岡技術科学大学

￥50,000/年

新潟県内において、ものづくり
事業を行っている法人又は団体

企業会員（新潟県内）

￥300,000/年

新潟県外において、ものづくり
事業を行っている法人又は団体

企業会員（新潟県外）

￥10,000/年
研究機関又は個人

研究機関・個人会員

※ DXR：DX（デジタル連携）とXR（現実と仮想世界の融合技術）の組み合わせ

「金属3Dプリンタなど大学設備の利用」、
「評価・実証のサポート」、「ものづくり技術の情報提供」、
「スタートアップや開発へのアドバイス」などが受けられる。

「新しい部品や材料の開発」
などの案件を持ち込む。

技術や素材のニーズを探り
研究テーマとして取り込む

金属3Dプリンター
など大学設備
の利用

■ 金属粉末積層造形装置
■ 金属焼結積層造形装置
■ 金属ワイヤー積層造形装置
■ プラスチック熱溶融積層造形装置
■ プラスチック光造形装置
■ 計測・測定機器類
□ メタバース空間の創生とデジタル
　 ツインによる機器の遠隔操作
他、多数の造形装置
「金属3Dプリンタ6台、樹脂3Dプリンタ14台、
セラミックス3Dプリンタ1台保有（2025.5月現在）
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技術講習会・講演会・交流会

大学プロジェクトへの参画

「技術講習会・講演会・交流会」への参加
「大学プロジェクトへの参画」が可能


